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図1 日本・アメリカにおける高齢化率の推移と将来推計
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図2 75歳以上人口の推移と将来推計
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図3 推計年月別の将来推計人口（中位推計）の推移

(単位：万人）

推計年月
2020年 2030年 2050年

将来推計人口 仮定出生率 将来推計人口 仮定出生率 将来推計人口 仮定出生率

1997年１月 12,413 1.59 11,715 1.61 10,050 1.61

2002年１月 12,411 1.38 11,758 1.38 10,059 1.39

2006年12月 12,274 1.23 11,522 1.24 9,515 1.26

2012年１月 12,410 1.34 11,662 1.34 9,708 1.35

2017年４月 12,533 1.43 11,913 1.43 10,192 1.44

（出所）国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」（各年版）により作成
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